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【窓口で見る】
①市役所本庁舎３階の議会事務局へ
お越しください。
②見たい会議録をお伝え
ください。

【ウェブサイトから見る】
①「鳴門市議会」を検索
②鳴門市議会公式ウェブサイト内
の「会議録検索システム」から
見たい会議録を検索

https://ssp.kaigiroku.net/tenant/naruto/pg/index.html

■会議録を見てみよう■

《 令和３年 第４回定例会の提出議案と議決結果 》

議案番号 議決結果
所管の
委員会案　　　　　　　　件

令和２年度鳴門市一般会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度鳴門市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度鳴門市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度鳴門市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度鳴門市光熱水費等支出特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度鳴門市給与費等管理特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度鳴門市公債費管理特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度鳴門市水道事業会計決算の認定について

令和２年度鳴門市モーターボート競走事業会計決算の認定について

令和２年度鳴門市下水道事業会計決算の認定について

令和２年度鳴門市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について

令和２年度鳴門市モーターボート競走事業会計未処分利益剰余金の処分に
ついて

専決処分の承認について（令和３年度鳴門市一般会計補正予算（第５号））

令和３年度鳴門市一般会計補正予算（第６号）

令和３年度鳴門市モーターボート競走事業会計補正予算（第２号）

押印の見直しに伴う関係条例の整備に関する条例の制定について

鳴門市学校給食共同調理場条例の一部改正について

鳴門市立幼稚園条例及び鳴門市立幼稚園における一時預かり事業の実施に
関する条例の一部改正について

鳴門市国民健康保険条例の一部改正について

鳴門市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を
定める条例の一部改正について

鳴門市土地改良事業の経費の賦課徴収に関する条例の一部改正について

専決処分について(損害賠償の額の決定)

徳島県後期高齢者医療広域連合議員の選挙について

鳴門市議会倫理条例の一部改正について

　

認　　定

原案可決

承　　認

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

報　　告

選　　挙

原案可決

予算決算

総務文教

　

生活福祉

産業建設

　次の２つの方法で一般質問などの内容を詳しく確認することができます。

議案第56号

議案第57号

議案第58号

議案第59号

議案第60号

議案第61号

議案第62号

議案第63号

議案第64号

議案第65号

議案第66号

議案第67号

議案第68号

議案第69号

議案第70号

議案第71号

議案第72号

議案第73号

議案第74号

議案第75号

議案第76号

報告第12号

選　第１号

発議第５号
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●
議
案
第
73
号

鳴
門
市
立
幼
稚
園
条
例
及
び
鳴
門
市
立
幼
稚
園
に
お
け
る
一
時
預
か
り
事
業
の
実

施
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
に
策
定
し
た
「
鳴
門
市
公
立
幼
稚
園
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
に
基

づ
き
、
８
園
を
閉
園
し
、
１
園
を
公
私
連
携
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
へ
移

行
す
る
こ
と
に
伴
い
、
関
係
条
例
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

【
質
疑
】
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
一

時
預
か
り
事
業
の
定
員
が
増
加

す
る
幼
稚
園
の
対
応
の
見
通
し

は
。

【
回
答
】
国
の
基
準
に
基
づ
く
定
員
と
比

較
し
て
当
該
幼
稚
園
の
一
時
預

か
り
事
業
の
定
員
が
少
な
い
こ

と
か
ら
対
応
は
可
能
と
考
え
て

い
る
。

 

【
質
疑
】
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
一

時
預
か
り
事
業
の
定
員
の
合
計

が
減
少
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
。

【
回
答
】
一
時
預
か
り
事
業
の
定
員
の
合
計
が
５
７
０
名
か
ら
５
０
０
名
に
減

少
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
令
和
３
年
度
に
お
い
て
、
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
ま
で
の
一
時
預
か
り
事
業
の
実
際
の
利
用
者
数
は
４
３
５
名
で

あ
り
定
員
に
関
し
て
は
余
裕
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

総
務
文
教
委
員
会

委員会審査

生
活
福
祉
委
員
会

●
議
案
第
74
号

鳴
門
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

産
科
医
療
補
償
制
度
の
改
正
に
伴
い
、
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額
に
つ
い
て

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

【
質
疑
】
出
産
育
児
一
時
金
と
加
算

金
を
合
わ
せ
た
受
取
総
額

は
42
万
円
か
ら
変
更
は
な

い
の
か
。

【
回
答
】
産
科
医
療
補
償
制
度
に
加

入
し
て
い
る
分
娩
機
関
で

出
産
し
た
場
合
の
受
取
総

額
は
42
万
円
か
ら
変
更
は

な
い
が
、
産
科
医
療
補
償

制
度
に
加
入
し
て
い
な
い

分
娩
機
関
で
出
産
し
た
場

合
は
、
加
算
金
が
支
払
わ

れ
な
い
た
め
受
取
総
額
が

40
万
４
０
０
０
円
か
ら
40
万
８
０
０
０
円
に
増
え
る
。

 
【
質
疑
】
県
内
他
市
の
改
正
状
況
は
。

【
回
答
】
本
市
以
外
の
県
内
７
市
の
出
産
育
児
一
時
金
の
額
は
40
万
４
０
０
０
円

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
り
、
同
様
の
改
正
が
行
わ
れ
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。　
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産
業
建
設
委
員
会

●
議
案
第
76
号

鳴
門
市
土
地
改
良
事
業
の
経
費
の
賦
課
徴
収
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
農
業
用
排
水
機
場
に
係
る
受
益
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
。

【
質
疑
】
改
正
後
た
ち
ま
ち
に
排
水

機
場
の
整
備
や
改
修
を
行

う
予
定
は
あ
る
の
か
。

【
回
答
】
既
設
の
24
箇
所
に
つ
い
て
、

年
次
計
画
的
に
ポ
ン
プ
の
エ

ン
ジ
ン
本
体
や
制
御
基
盤
の

更
新
を
行
う
な
ど
、
長
寿
命

化
を
図
っ
て
い
く
。

 

【
質
疑
】
排
水
機
場
以
外
の
農
業
用

道
路
や
農
業
用
用
水
、
農
業

用
排
水
な
ど
の
地
元
負
担

の
軽
減
に
つ
い
て
は
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

【
回
答
】
今
回
の
条
例
改
正
に
よ
る
排
水
機
場
の
負
担
軽
減
を
受
け
て
、
農
家
の

方
や
土
地
改
良
区
の
方
、
市
民
の
方
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
が

あ
る
と
思
う
の
で
、
ご
意
見
を
参
考
に
し
、
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

●
議
案
第
69
号

令
和
３
年
度
鳴
門
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種
や
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据

え
た
事
業
再
開
の
た
め
の
支
援
策
、
資
材
費
の
高
騰
に
よ
り
打
撃
を
受
け
て
い

る
農
漁
業
者
へ
の
支
援
策
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策 

緊
急
支
援
策 

第
14
弾
な
ど
、
緊
急
か
つ
必
要
性
の
高
い
事
業
を
実

施
す
る
た
め
、
所
要
の
補
正
を
行
う
も
の
。

【
質
疑
】
「
農
業
者
支
援
・
漁
業
者
支
援
」
事
業

の
対
象
者
数
や
予
算
額
の
積
算
根
拠
は
。

【
回
答
】
令
和
２
年
度
の
給
付
実
績
お
よ
び
そ
の

他
統
計
資
料
を
踏
ま
え
、
農
業
者
支
援

と
し
て
は
８
１
０
経
営
体
、
漁
業
者
支

援
と
し
て
は
３
２
０
経
営
体
、
合
わ
せ

て
１
１
３
０
経
営
体
を
想
定
し
、
そ
の

経
営
体
数
に
１
経
営
体
あ
た
り
の
給
付

額
で
あ
る
３
万
円
を
乗
じ
た
金
額
を
給

付
金
と
し
て
予
算
計
上
し
た
。

 
【
質
疑
】
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
設
備
投
資
支
援
事
業
の
予
算
計
上
額

の
根
拠
は
。

【
回
答
】
徳
島
県
商
工
会
議
所
連
合
会
の
事
業
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結
果
を

参
考
に
、
市
内
で
補
助
金
の
対
象
と
な
る
事
業
者
数
を
算
定
し
、
予
算

計
上
し
た
。

委員会審査

予
算
決
算
委
員
会
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❷山根　巌（会派　創心クラブ）

問
４
期
目
の
就
任
の
決
意
と
今
後
の
施

策
、
事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
現
在
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
る
人

口
減
少
、
そ
し
て
コ
ロ
ナ
禍
と
、
自
治
体

を
取
り
巻
く
情
勢
は
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を

増
し
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
つ
い
て
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
円
滑

か
つ
確
実
に
実
施
し
、
感
染
防
止
対
策
と

地
域
経
済
対
策
を
両
立
さ
せ
て
い
く
。
同

時
に
、
新
庁
舎
建
設
や
共
同
浄
水
場
の
整

備
、
道
の
駅
「
く
る
く
る　

な
る
と
」
の

整
備
な
ど
の
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
完

成
に
向
け
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
文
化

会
館
に
つ
い
て
も
耐
震
化
す
る
方
向
で
検

討
す
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
４
年
間
は
、
本
市
が
自
治

体
間
の
厳
し
い
競
争
を
生
き
抜
く
た
め

に
、
本
当
の
意
味
で
の
第
一
歩
を
踏
み
出

せ
る
か
ど
う
か
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

に
な
る
と
考
え
る
。
こ
う
し
た
中
、
私
は

４
期
目
に
あ
た
り
、
持
続
発
展
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
、
子
育
て
支
援
の
拡

充
、
生
涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

の
振
興
な
ど
、
大
き
な
柱
を
市
民
の
皆
様

に
お
示
し
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
の
実
現

を
約
束
し
た
。
今
後
は
、
一
番
の
課
題
で

あ
る
人
口
減
少
・
人
口
流
出
対
策
に
つ
い

て
、
各
施
策
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
。

　

持
続
発
展
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
、
本
市
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
、
第
７

次
鳴
門
市
総
合
計
画
を
策
定
す
る
と
と

も
に
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見

直
し
お
よ
び
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定
を

行
い
、
未
来
の
鳴
門
を
形
づ
く
る
基
本
構

想
と
し
て
、「
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
エ
リ

ア
」
を
設
定
し
、
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
く
。

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています＊

代　表　質　問
一　般　質　問

1．市長の政治姿勢について
⑴ 公立高等学校の学区制の廃止に 
ついて

⑵ 市内の公立高等学校の特色化に 
ついて

2．市民サービスの向上について
⑴ 窓口業務のワンストップ化につ 
いて

3．子育て支援について
⑴「なると まるごと子育て応援パ
ッケージ」について

❶東　正昇（会派　潮）
1．市長の政治姿勢について
⑴ 新型コロナウイルス感染症対策 
について

⑵「新たな なると」について

❺佐藤　絹子（会派　平成なると）
1．市長の政治姿勢について
⑴ 令和４年度当初予算編成につい 
て

❻長濱　賢一（会派　青藍）
1．観光施策について
⑴ 第６次鳴門市総合計画・鳴門市 
観光振興計画について

⑵ コロナ禍・アフターコロナ・ウィズ
コロナにおける観光施策について

2．地域医療について
⑴ 鳴門市健康づくりの推進と地域 
の医療を守り育む条例制定後の 
地域医療について

⑵ 徳島県鳴門病院と鳴門市の連携 
について

⑶ 新型コロナウイルス感染症対策 
について

❹松浦　富子（会派　公明党）
1．市長の政治姿勢について
⑴ 持続可能な開発目標（SDGs）の
取り組みについて

⑵ エシカル消費について
⑶ フェーズフリーについて

❸橋本　国勝（会派　有志会）
1．市長の政治姿勢について
⑴ ３期12年間の総括と４期目の抱 
負について

⑵ 財政運営について
⑶ 行政運営について
2．鳴門市の活性化について
⑴ 持続発展可能なまちづくりの実 
現について

⑵ 観光エリアのブランディングに 
ついて

魅力ある鳴門市に

市
長
４
期
目
の
決
意

代
表
質
問

東
　 

正
昇

あ
ず
ま

ま
さ
の
り

会
派　

潮
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＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています＊

問
人
口
減
少
の
要
因
と
言
わ
れ
て
い
る
徳

島
県
公
立
高
等
学
校
の
入
試
制
度
、
い
わ

ゆ
る
学
区
制
の
廃
止
を
目
指
す
市
長
の
意

欲
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
学
区
制
は
、
地
域
間
で
の
競
争
倍
率
の

偏
り
を
生
み
進
路
の
選
択
肢
を
狭
め
る
制

度
で
、
特
に
本
市
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
は
不
公
平
感
の
強
い
仕
組
み
で
あ
り
、

人
口
減
少
・
人
口
流
出
と
い
っ
た
本
市
の

ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
も
憂
慮
す
べ
き

課
題
で
あ
る
。
引
き
続
き
意
を
同
じ
く
す

る
他
の
市
町
と
連
携
し
、
県
に
働
き
か
け

る
。

問
突
然
の
別
れ
に
気
が
動
転
し
て
い
る
遺

族
の
方
の
負
担
軽
減
と
不
安
解
消
を
図
る

た
め
、
死
後
の
手
続
き
が
１
か
所
で
行
え

る
「
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
」
を
開
設
し
て

は
ど
う
か
。
ま
た
、
相
続
な
ど
の
各
種
手

続
き
に
つ
い
て
掲
載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
配
布
し
て
は
ど
う
か
。

答
死
亡
に
伴
う
手
続
き
の
支
援
や
年
金
な

ど
の
関
係
機
関
で
の
手
続
き
を
案
内
す
る

「
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
」
を
開
設
で
き
る

よ
う
検
討
を
進
め
る
。

　

ま
た
、
ハ

ン
ド
ブ
ッ

ク
を
作
成

し
、「
お
く

や
み
コ
ー

ナ
ー
」
の
開

設
に
併
せ

て
配
布
で

き
る
よ
う

取
り
組
む
。

問
「
な
る
と　

ま
る
ご
と
子
育
て
応
援

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
つ
い
て
の
考
え
と
具
体

的
な
施
策
は
。

答
令
和
４
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
の

４
年
間
を
子
育
て
世
帯
定
住
促
進
施
策
の

集
中
実
施
期
間
と
位
置
づ
け
、
若
年
層
が

転
出
す
る
主
な
機
会
で
あ
る
結
婚
生
活
、

妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
、
教
育
、
住
宅
取

得
と
い
っ
た
各
ス
テ
ー
ジ
の
子
育
て
世
代

を
包
括
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
人
口
流
出

抑
制
を
実
現
す
る
た
め
の
切
り
札
と
し
て

強
力
に
推
進
す
る
。

学
区
制
の
廃
止

お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
の
開
設

な
る
と 
ま
る
ご
と

　

子
育
て
応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ

問
財
源
確
保
の
取
り
組
み
、
歳
入
確
保
策

は
。
ま
た
、
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
か
ら
の

繰
入
金
の
取
り
扱
い
は
。

答
令
和
４
年
度
当
初
予
算
は
、
最
少
の
経

費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
た
め
事
務
事

業
の
見
直
し
を
図
る
。
令
和
３
年
度
当
初

予
算
と
比
較
し
て
３
％
の
マ
イ
ナ
ス
シ
ー

リ
ン
グ
を
設
定
す
る
。
歳
入
確
保
策
に
つ

い
て
は
、
使
用
料
な
ど
の
自
主
財
源
の
金

額
設
定
の
検
証
と
効
率
的
な
事
業
の
推

進
、
施
設
管
理
費
の
縮
減
を
目
指
す
。

　

ま
た
、
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
か
ら
の
繰

入
金
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限

り
使
途
の
明
確
化
を
図
る
と
と
も
に
、
将

来
的
な
借
入
金
の
返
済
を
見
据
え
た
財
政

運
営
に
努
め
、
全
会
計
の
全
体
最
適
と
財

政
規
律
の
確
保
を
図
る
。

問
組
織
・
機
構
の
簡
素
化
・
効
率
化
の
取

り
組
み
は
。

答
限
ら
れ
た
人
材
を
最
大
限
に
活
用
し

行
財
政
改
革
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
と

も
に
、
各
部
局
の
権
限
と
責
任
の
所
在
を

明
確
に
し
、
迅
速
な
意
志
決
定
を
行
う
こ

と
の
で
き
る
組
織
体
制
づ
く
り
に
努
め

る
。

問
観
光
エ
リ
ア
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
取

り
組
み
は
。

答
南
あ
わ
じ
市
と
連
携
し
、
食
を
中
心
と

し
た
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
っ
て
長
期
滞
在
型

の
観
光
地
を
目
指
す
。

要
望
鳴
門
公
園
を
中
心
と
し
た
「
見
る
だ

け
の
観
光
」
で
は
な
く
、
宿
泊
を
伴
う
観

光
に
期
待
す
る
。
鳴
門
ウ
チ
ノ
海
周
辺
に

は
、
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
や
海
の
レ

ジ
ャ
ー
、
ア
ウ
ト
ド
ア
な
ど
の
体
験
を
観

光
資
源
に
で
き
る
要
素
が
多
く
あ
る
。
福

永
家
住
宅
や
休
校
中
の
増
田
建
築
な
ど
の

文
化
的
財
産

も
あ
る
。
こ

れ
ら
を
活
用

し
、
県
や
民

間
企
業
の
協

力
を
得
て
、

早
期
の
事
業

展
開
を
要
望

す
る
。

財
政
運
営
の
取
り
組
み

効
率
的
な
組
織
体
制
を

代
表
質
問

滞
在
型
の
観
光
地
を

　
　
　
　
　
　

目
指
し
て

山
根
　  

巌

や
ま

ね

い
わ
お

会
派　

創
心
ク
ラ
ブ

橋
本 

国
勝

は
し
も
と

く
に
か
つ

会
派　

有
志
会

令和４年２月１日（火）から本庁舎１階に開設された
「おくやみ窓口」

ＵＺＵＰＡＲＫ
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＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています＊

問
市
民
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
心
を
持
っ
て
頂

き
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
認
知
度
向
上
の
た
め
、

市
立
図
書
館
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
特
集
し
た
書

架
の
設
置
な
ど
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
周
知
啓
発

の
推
進
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

答
鳴
門
教
育
大
学
附
属
図
書
館
の
蔵
書
を

お
借
り
す
る
な
ど
、
連
携
し
な
が
ら
実
施

に
つ
い
て
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。
ま

た
、
教
育
委
員
会
で
は
令
和
４
年
度
の
女

性
学
級
や
高
齢
者
学
級
な
ど
、
各
種
学
級

に
お
い
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
た
学
習
を

取
り
入
れ
た
い
と
考
え
、
来
年
２
月
に
講

師
を
招
き
、
各
種
学
級
の
関
係
者
を
対
象

と
し
た
研
修
会
を
実
施
予
定
。
今
後
も
取

り
組
み
を
推
進
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
広
報
・

啓
発
を
強
化
し
て
い
く
。

問
本
市
は
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
に
関
す
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
た
の
か
。

　

ま
た
、
学
校
教
育
に
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー

を
導
入
す
る
意
義
と
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
。

答
日
常
時
と
非
常
時
の
フ
ェ
ー
ズ
の
垣
根

を
越
え
、
日
常
か
ら
自
然
に
災
害
に
備
え

ら
れ
て
い
る
状
態
を
目
指
し
、
本
市
で
は

全
国
に
先
駆
け
て
平
成
29
年
度
に
地
域
防

災
計
画
に
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
に
関
す
る
事

項
を
盛
り
込
み
、
出
前
講
座
や
防
災
訓
練

な
ど
を
通
じ
て
、
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の
普

及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

ま
た
、
学
校
教
育
の
中
で
フ
ェ
ー
ズ
フ

リ
ー
を
実
践
す
る
た
め
の
手
引
き
と
し
て

「
い
つ
も
と 

も
し
も
が
つ
な
が
る 

学
校

の
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
」
と
い
う
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
作
成
し
た
。
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー

を
取
り
入
れ
た
教
育
を
継
続
す
る
こ
と
で

子
供
た
ち
の
学
力
向
上
と
生
き
抜
く
力
、

主
体
的
に
防
災
に
対
応
で
き
る
姿
勢
を
育

成
す
る
と
と
も
に
、
子
供
た
ち
を
通
じ
て

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の
考
え
方
を
家
庭
や
地

域
に
も
広
げ
て
い
き
た
い
。

国
連
で
採
択
さ
れ
た
持
続
可

能
な
開
発
目
標
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の
推
進
を

問
子
供
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
「
新
た
な 

な
る
と
」
づ
く
り
と
し
て
、
幹
線
道
路
や

生
活
道
路
、
橋
梁
や
排
水
機
場
の
修
繕
を

計
画
的
に
行
い
、
安
全
性
と
快
適
性
を
確

保
す
る
と
あ
る
。
こ
の
取
り
組
み
に
向
け

た
財
源
の
確
保
と
予
算
は
。

答
令
和
４
年
度
当
初
予
算
を
編
成
す
る

に
あ
た
っ
て
試
算
し
た
一
般
会
計
の
収

支
見
通
し
で
は
、
約
23
億
円
に
上
る
財

政
不
足
が
見
込
ま
れ
る
厳
し
い
財
政
状

況
に
あ
る
。
前
年
度
比
３
％
の
マ
イ
ナ

ス
シ
ー
リ
ン
グ
を
設
定
す
る
な
ど
、
厳

し
い
編
成
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
市
道

の
整
備
に
関
す
る
市
民
の
皆
様
か
ら
の

ご
要
望
も
多
く
、
そ
の
実
情
も
承
知
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
令
和
３
年
度
は
令

和
２
年
度
と
比
較
し
て
、
道
路
維
持
補

修
予
算
を
約
６
０
０
０
万
円
増
額
し
て

い
る
。
令
和
４
年
度
も
生
活
道
路
に
お

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
舗
装
修
繕
よ
り

事
業
を
拡
充
し
て
取
り
組
む
予
定
で
あ

り
、
鳴
門
市
の
市
道
全
体
の
健
全
性
を

図
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

要
望
令
和
４
年
度
に
向
け
て
で
き
る
限

り
考
え
る
と
言
う
こ
と
だ
が
、
今
年
度

に
お
い
て
６
０
０
０
万
円
増
額
し
た
こ

と
に
よ
り
、
普
段
よ
り
修
繕
箇
所
な
ら

び
に
延
長
も
長
く
感
じ
る
。
令
和
４
年

度
も
今
年
度
並
か
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
の
収

益
金
か
ら
市
道
の
整
備
費
と
し
て
１
億

円
く
ら
い
繰
り
入
れ
て
ほ
し
い
。
当
然

の
こ
と
と
し
て
市
民
の
皆
様
も
否
定
さ

れ
な
い
と
思
う
。
市
長
が
思
い
切
っ
て

や
ら
な
い
と
や
れ
な
い
こ
と
。
道
路
整

備
費
に
こ
れ
見
た
か
と
い
う
よ
う
な
予

算
を
ぜ
ひ
組
ん
で
頂
き
た
い
。

生
活
道
路
の
整
備
を

代
表
質
問

松
浦 

富
子

ま
つ
う
ら

と
み

こ

会
派　

公
明
党

佐
藤 

絹
子

さ

と
う

き
ぬ

こ

会
派　

平
成
な
る
と

ガイドブック
「いつもともしもがつなが
る学校のフェーズフリー」

舗装修繕が必要な生活道路
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代
表
質
問

個
人
質
問

長
濱  

賢
一

な
が
は
ま

け
ん
い
ち

会
派　

青
藍

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています＊

個　人　質　問
1．まちづくり施策について
⑴ 都市計画マスタープランについ 
て

2．子育て支援について
⑴ 保育料等について
⑵ 新公立保育所の役割について
⑶ 児童クラブにおける支援を必要 
とする児童への対応について

❶大石美智子

問
無
医
地
区
が
存
在
す
る
本
市
の
「
限
り

あ
る
資
源
」
で
あ
る
地
域
医
療
に
つ
い
て

の
考
え
を
問
う
（
主
に
、
３
回
目
の
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
医
療
体
制
と
鳴
門
病

院
と
の
連
携
に
つ
い
て
）
。

答
３
回
目
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
体
制
確
保
に
あ
た
っ
て
は
、

医
療
機
関
の
偏
在
や
接
種
枠
の
件
数
な
ど

に
影
響
を
受
け
る
こ
と
か
ら
、
１
回
目
・

２
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
異
な
る
状
況

下
に
対
応
し
て
い
く
た
め
の
調
整
を
行
う

必
要
が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

要
望
偏
在
す
る
医
療
体
制
を
見
直
す
た

め
、
市
立
診
療
所
の
設
置
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
遠
隔
診
療
、
移
動
型
診
療
所
整
備

な
ど
を
検
討
し
た
地
域
医
療
計
画
を
策
定

し
、
無
医
地
区
の
住
民
に
安
心
感
を
与
え

て
ほ
し
い
。

問
第
７
次
総
合
計
画
に
お
け
る
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
、
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
観

光
振
興
の
基
本
方
針
を
問
う
。

答
本
市
は
、
観
光
振
興
を
総
合
計
画
に
お

け
る
成
長
戦
略
と
し
て
様
々
な
施
策
を

行
っ
て
き
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
は
想
定
外
で
あ
り
、
観
光

に
求
め
ら
れ
る
ニ
ー
ズ
が
大
き
く
変
化

し
、
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。
第
７
次
鳴
門
市
総
合
計
画
で

は
、
安
全
・
安
心
な
観
光
な
ど
、
新
た
な

ニ
ー
ズ
を
取
り
入
れ
た
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル

時
代
に
沿
っ
た
計
画
と
な
る
よ
う
検
討
す

る
。

要
望
大
阪
・
関
西
万
博
や
大
鳴
門
橋
自
転

車
道
整
備
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
施
策
を
含

め
た
観
光
振
興
計
画
の
策
定
を
要
望
す

る
。

住
民
が
安
心
で
き
る

　
　
　
　

地
域
医
療
体
制
を

❷上田　公司
1．子育て支援について
⑴ 子どもはぐくみ医療費助成制度 
について

2．新型コロナウイルス感染症への
対応について
⑴ ワクチン接種について
3．新庁舎について
⑴ 施設整備について

❸三津　良裕
1．安全・安心なまちづくりについて
⑴ 市道の安全確保について
⑵ 市道の保全について
2．水道事業について
⑴ 市内の水道管の状況について
⑵ 妙見山配水池の耐震状況につい 
て

3．文化行政について
⑴ 鳴門市にまつわる美術品の展示 
スペースの設置について

⑵ 鳴門市の歴史資料の展示スペー 
スの設置について

ＮＡＲＵＴＯ　ＵＺＵ　ＣＡＭＰ

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を

　
　
　

見
据
え
た
観
光
振
興

【代表質問】……会派を代表して質問する
【個人質問】……議員個人の立場で質問する
【持ち時間】……会派代表質問は40分以内、個人質問は30分以内

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、現在は会派代表
　質問・個人質問ともに30分以内の持ち時間制としています。

【発言回数】……３回まで
（１回の発言で質問項目をまとめて質問します。）

一
般
質
問
の
ル
ー
ル
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ワ
ク
チ
ン
接
種

新
庁
舎
建
設
に
お
け
る

　
　
　
　
　

市
民
へ
の
配
慮

大
石
美
智
子

お
お
い
し

み

ち

こ
都市計画

マスタープラン

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています＊

問
県
内
自
治
体
の
約
８
割
、
19
も
の
市
町

村
が
す
で
に
対
象
年
齢
を
18
歳
ま
で
に
拡

大
し
て
い
る
が
、
な
ぜ
鳴
門
市
は
い
ま
だ

拡
大
し
な
い
の
か
。
ま
た
、
対
象
年
齢
を

18
歳
ま
で
に
拡
大
し
た
場
合
の
費
用
負
担

に
つ
い
て
は
。

答
経
常
的
な
市
単
独
事
業
に
つ
い
て
は
、

将
来
的
な
財
政
状
況
も
踏
ま
え
な
が
ら
財

源
確
保
も
含
め
た
慎
重
な
検
討
が
必
要
で

あ
る
。
助
成
対
象
の
拡
充
を
求
め
る
要
望

を
知
事
に
対
し
行
っ
た
。
ま
た
、
対
象
を

現
在
の
中
学
校
修
了
か
ら
18
歳
ま
で
に
拡

大
し
た
場
合
、
約
３
４
０
０
万
円
の
費
用

負
担
に
な
る
と
想
定
し
て
い
る
。

問
12
月
１
日
現
在
で
１
回
目
の
み
、
ま
た

は
、
全
く
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
し
て
い
な
い

方
、
新
た
に
12
歳
に
な
り
接
種
対
象
と
な

る
方
の
割
合
は
。
ま
た
、
そ
の
方
た
ち
が

今
後
接
種
す
る
た
め
の
接
種
枠
と
機
会
を

ど
う
確
保
す
る
の
か
。

答
12
月
１
日
時
点
で
４
万
４
４
５
９
人
が

２
回
目
接
種
を
終
え
、
未
接
種
ま
た
は
１

回
の
み
接
種
の
方
は
約
７
２
０
０
人
で
、

新
た
に
12
歳
に
な
る
方
は
月
平
均
30
人
。

こ
れ
ら
の
方
に
つ
い
て
は
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
一
旦
希
望
を
聞
き
、
調
整

後
に
個
別
に
接
種
の
日
時
や
場
所
を
伝
え

る
な
ど
し
て
接
種
機
会
を
確
保
す
る
。

問
新
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
市
民

誰
も
が
利
用
し
や
す
い
施
設
と
な
る
よ
う

さ
ま
ざ
ま
な
提
言
を
行
っ
て
き
て
い
る

が
、
そ
れ
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
実
現
さ

れ
る
の
か
。

答
案
内
表
示
や
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
、
誘
導
標

識
な
ど
の
導
入
と
と
も
に
、
障
害
者
団
体

な
ど
と
の
意
見
交
換
を
通
じ
て
い
た
だ

い
た
要
望
を
で
き
る
限
り
新
庁
舎
の
設

計
や
設
備
な
ど
に
反
映
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

基
本
理
念
で
あ

る
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
、
50

年
後
に
も
利
用

し
や
す
い
と
感

じ
て
い
た
だ
け

る
庁
舎
の
実
現

に
つ
な
げ
る
。

問
市
街
化
調
整
区
域
や
農
業
振
興
地
域

は
、
人
口
減
少
の
要
因
の
一
つ
と
言
え

る
。
農
業
者
の
高
齢
化
や
耕
作
放
棄
地
の

現
状
も
踏
ま
え
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
見
直
し
に
反
映
さ
れ
る
の
か
。
ま

た
、
企
業
誘
致
を
推
進
す
る
計
画
の
考
え

は
。

答
国
か
ら
は
人
口
減
少
社
会
の
進
行
を
受

け
、
持
続
可
能
な
都
市
経
営
を
実
現
す
る

観
点
か
ら
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
区
域
区
分

に
つ
い
て
は
、
徳
島
東
部
都
市
計
画
区
域

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
な
ど
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
検

討
し
、
必
要
に
応
じ
て
県
に
意
見
を
申
し

出
る
。
企
業
誘
致
に
つ
い
て
も
市
の
方
向

性
に
沿
う
場
合
は
県
と
十
分
に
協
議
し
て

い
く
。

問
保
育
料
を
減
額
す
る
考
え
は
。
３
歳
未

満
児
の
保
育
料
軽
減
を
本
市
の
施
策
と
し

て
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
今
後
、

「
な
る
と　

ま
る
ご
と
子
育
て
応
援
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」
に
よ
り
子
育
て
支
援
施
策
を

推
進
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中

で
保
育
料
軽
減
の
考
え
は
ど
う
す
る
の

か
。

答
本
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
、
子
育
て
世
代
の
近

隣
市
町
へ
の
転
出
が
課
題
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
イ
ン
パ
ク
ト
や
メ
ッ

セ
ー
ジ
性
の
あ
る
施
策
な
ど
で
子
育
て
世

代
を
包
括
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
、
人
口
流
出

に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
保
育
料
軽
減
に
つ
い
て
は
、
定
住
促

進
に
対
す
る
貢
献
度
や
費
用
対
効
果
と

い
っ
た
観
点
か
ら
の
評
価
を
含
め
検
討
を

行
っ
て
い
く
。

要
望
市
長
は
、「
な
る
と　

ま
る
ご
と
子

育
て
応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
よ
る
支
援
で

子
育
て
世
代
を
強
力
に
サ
ポ
ー
ト
し
、
県

内
随
一
の
子
育
て
応
援
都
市
に
生
ま
れ
変

わ
る
と
言
っ
て
い
る
。
保
育
料
軽
減
策

は
、
子
育
て
世
代
に
対
す
る
イ
ン
パ
ク
ト

が
大
き
い
。
切
に
要
望
し
市
長
の
決
断
に

期
待
す
る
。

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
の

対
象
年
齢
拡
大
を

市
街
化
調
整
区
域
の
見
直
し

（
創
心
ク
ラ
ブ
）

個
人
質
問

上
田 

公
司

う
え

だ

こ
う

じ

保
育
料
の
軽
減
で

　
　

子
育
て
世
代
の
支
援
を

新庁舎建設予定地
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議員総会

鳴
門
市
の
歴
史
資
料
の

　
　
　
　
　
　

常
設
展
示
を

個
人
質
問

三
津 

良
裕

み

つ

よ
し
ひ
ろ

（
創
心
ク
ラ
ブ
）

問
横
断
歩
道
の
白
線
や
停
止
線
が
ほ
と
ん

ど
消
え
て
、
歩
行
者
や
自
動
車
に
危
険
な

場
所
が
あ
る
。
横
断
歩
道
の
安
全
確
保
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

　

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
基
準
、
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
の
設
置
・
更
新
基
準
は
。

答
横
断
歩
道
は
、
公
安
委
員
会
が
設
置
。

横
断
歩
道
の
標
示
ペ
イ
ン
ト
が
は
が
れ
て

い
る
箇
所
は
、
道
路
管
理
者
か
ら
公
安
委

員
会
へ
復
旧
要
望
し
て
い
る
。

　

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
つ

い
て
は
、
地
元
自
治
振
興
会
な
ど
の
要
望

で
、
事
故
多
発
箇
所
や
学
校
登
下
校
時
に

危
険
と
判
断
さ
れ
る
箇
所
な
ど
、
歩
行
者

な
ど
の
安
全
が
確
保
で
き
な
い
と
判
断
さ

れ
た
場
合
に
、
現
地
確
認
し
、
道
路
管
理

者
が
設
置
す
る
。

　

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
更
新
は
、
老
朽
化
し

て
腐
食
が
発
生
し
、
機
能
の
低
下
が
確
認

さ
れ
た
場
合
に
更
新
す
る
。

要
望
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

は
、
市
内
を
巡
回
し
、
積
極
的
に
設
置
や

更
新
を
す
る
こ
と
。

問
妙
見
山
配
水
池
は
、
建
設
か
ら
年
月
が

経
っ
て
い
る
。
耐
震
状
況
は
。

答
耐
震
性
能
を

有
し
て
お
ら

ず
、
間
も
な
く

耐
用
年
数
を
越

え
る
。
計
画
的

か
つ
効
率
的
に

更
新
し
た
い
。

問
個
人
所
有
の
市
の
歴
史
を
語
る
美
術

品
、
古
文
書
な
ど
を
文
化
事
業
と
し
て
収

集
・
保
存
し
、
常
設
展
示
す
る
考
え
は
。

市
の
歴
史
を
語
る
品
を
集
め
常
設
展
示
す

る
歴
史
資
料
館
の
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
の
設

置
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
現
在
の
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
、
市
民
に

親
し
ん
で
も
ら
う
機
会
を
創
り
た
い
。

歴
史
資
料
な
ど
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い

て
は
、
公
共
施
設
の
統
合
・
集
約
化
を
図

り
、
他
用
途
へ
の
転
用
が
可
能
な
施
設
の

利
活
用
を
進
め
る
中
で
研
究
す
る
。

要
望
市
内
に
散
在
す
る
貴
重
な
古
い
歴
史

資
料
を
集
め
て
、
常
設
展
示
し
、
鳴
門
市

の
歴
史
を
代
々
伝
え
た
い
。

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています＊

市
道
の
安
全
確
保

妙
見
山
配
水
池
の
耐
震
状
況

□…■…□…■…□…■…□…■…□…■…□…■…□…■…□…■…□…■…□…■…□…■…□…■…□…■…□…■…□…■…□…■…□…■…□…■…□

妙見山配水池

　令和３年12月23日に第20期鳴門市議会
議員の議員総会が開催され、市長からの
挨拶、市幹部職員自己紹介、議員自己紹介、
初議会（第３回臨時会）についての説明など
が行われました。
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本会議や委員会などの 
傍聴について(お願い)

　新型コロナウイルス感染拡大防
止のため、しばらくの間、本会議
や委員会などの傍聴については、
次のとおり傍聴人数を制限させて
いただきます。皆様のご理解とご
協力をお願いいたします。

　鳴門市議会では、市民の皆様からの議会活動に関する幅広いご
意見をいただくため、「鳴門市議会　ご意見箱」を設置しています。
　議会活動に関して日頃から感じられていることやお気づきの点
がございましたら、お気軽にご提出ください。

※ご意見に対する回答はいたしかねますが、個人情報に配慮の上、鳴門市
議会公式ウェブサイトなどで紹介させていただく場合がありますので、
あらかじめご了承ください。
※個人に対する誹謗・中傷などは、お断りいたします。

【提出方法】
　次のいずれかの方法でご提出ください。
①鳴門市議会公式ウェブサイトの「鳴門市議会
ご意見箱」ページから「入力フォーム」に必
要事項をご入力の上、送信してください。
https://www.city.naruto.tokushima.jp/gikai/ikenbako/index.html
②鳴門市役所 本庁舎１階 受付前にご意見箱を設置していますの
で、付属の用紙に必要事項をご記入の上、投函してください。 ※本会議の模様は、インターネットに

よる配信やテレビ鳴門での放送に
て、委員会の模様は、インターネッ
トによる配信にて、ご視聴いただけ
ますのでご利用ください。

議　　場：６人以内
委員会室：傍聴なし

～議会活動に関するご意見を募集しています～
ご　意　見　箱

■ 令和３年 第３回臨時会の提出議案と議決結果 ■

令和３年12月27日に第３回臨時会が開催され、次の議案が提出されました。

議案番号 議決結果
所管の
委員会案　　　　　　　　件

鳴門市議会議長の選挙について

鳴門市議会副議長の選挙について

議長の常任委員会委員の辞任について

監査委員の選任について

専決処分の承認について（令和３年度鳴門市一般会計補正予算（第７号））

選　　挙

選　　挙

許　　可

同　　意

承　　認 予算決算

選　第２号

選　第３号

許可第１号

同意第７号

議案第77号

（正副議長選挙の結果と監査委員の選任については16ページに掲載しています）

委 員 会 審 査委 員 会 審 査

●議案第77号　専決処分の承認について（令和３年度鳴門市一般会計補正予算（第７号））

子育て世帯への臨時特別給付金給付事業に係る扶助費などを補正するものであり、事務執行上、急
を要したことから、専決処分を行ったため、議会の承認を求めるもの。

【質疑】児童手当受給世帯については、令和３年９月分の児童手当を受給した方が給付金の受給者
となるため、９月以降に離婚した場合、実際に子どもを監護している方が給付金を受給で
きないことがあるが、市はどのように対応するのか。

【回答】国の示す制度では、離婚などにより、実際に子どもを監護している方が給付金を受給でき
ない場合があることは認識している。市としては、低所得の子育て世帯に対し５万円を給
付する「子育て世帯生活支援特別給付金」を市独自で実施していることから、子育て世帯
への臨時特別給付金については、国の基準どおりとする。

【意見】市として、国へ制度の見直しを求めるべきである。

《予算決算委員会》
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　委員会とは、議案などを専門的・能率的に審査するため、本会議の予備的審査機関として条例により設置されている
ものです。
　 現在、鳴門市議会では４つの常任委員会を設置し、予算や条例の制定・改廃、住民などから提出された請願の審査、
所管分野の事務についての調査を行っています。
 　また、議会の運営について協議する議会運営委員会、議会の広報について協議する議会広報委員会が設置されている
ほか、特に審査が必要とされる案件がある場合には、特別委員会が設置されます。

■新しい委員会構成■ (Ｒ4.2.28現在)

人事や財政、市
税、情報化、総
合計画、統計、
公共交通、防災、
消防、学校教育、
社会教育などに
関する事項を担
当しています。

委 員 長 上田　公司
副委員長 梶　　達矢
委　　員 橋本　国勝
 浜　　盛幸
 八木　　亨
 藤田　茂男
 潮崎　憲司

総務文教委員会
戸 籍 や ス ポ ー
ツ、文化、環境、
国民健康保険、
保健、医療、介
護、人権、障が
い者福祉、子育
て支援などに関
する事項を担当
しています。

委 員 長 長濱　賢一
副委員長 前田ナツ子
委　　員 叶井　克典
 佐藤　絹子
 野田　粋之
 東谷　伸治
 三津　良裕

生活福祉委員会

都市計画や市営
住宅、市道、下
水道、浄化槽、
雇用対策、企業
誘致、観光、農
林水産、水道、
ボートレースな
どに関する事項
を担当していま
す。

委 員 長 高麗　裕之
副委員長 小西　　努
委　　員 秋岡　芳郎
 江戸　貴志
 宅川　靖次
 圃山　俊作
 山根　　巌

産業建設委員会
市の予算・決算
と監査委員が行
う検査の結果に
関することを担
当しています。

委 員 長 浜　　盛幸
副委員長 叶井　克典
委　　員 議長を除く

全ての議員

予算決算委員会

定例会・臨時会
の会期や日程、
質問者の順序の
調整など、議会
運営の全般につ
いて協議・意見
調整を図るため
の機関です。

委 員 長 藤田　茂男
副委員長 東谷　伸治
委　　員 浜　　盛幸
 佐藤　絹子
 野田　粋之
 三津　良裕
 高麗　裕之
 圃山　俊作

議会運営委員会
議会広報番組や
議 会 だ よ り な
ど、議会からの
情報発信に関す
る事項について
協議するための
機関です。

委 員 長 江戸　貴志
副委員長 上田　公司
委　　員 八木　　亨
 長濱　賢一
 前田ナツ子
 叶井　克典
 野田　粋之
 高麗　裕之
 小西　　努

議会広報委員会

分担することで、より
詳細で専門的な審査・
調査ができるんだね。
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■ 会 派 構 成 ■ (Ｒ4.2.28現在)

市政に対して同じ考えや意見を持っている議員の集まりを「会派」といいます。
【会派構成は変更する場合があります】

■  議場議席図  ■
議場の議席は、常任委員会の改選に伴い変更されます。

本
市
議
会
で
は
先
例
に
よ
り
、
議
長‥

22
番
、
副
議
長‥

21
番
、
議
会
運

営
委
員
長‥

20
番
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
議
員
に
つ
い
て
は
、
常
任
委
員
会
を
単
位
と
し
て
１
番
か
ら
、

総
務
文
教
委
員
会
、
生
活
福
祉
委
員
会
、
産
業
建
設
委
員
会
の
順
に
な
り

ま
す
。

 上田　公司
 長濱　賢一
 山根　　巌

無 所 属

会　長 高麗　裕之
幹事長 潮崎　憲司

未　　来

会　長 浜　　盛幸
幹事長 前田ナツ子

公 明 党

会　長 佐藤　絹子
幹事長 宅川　靖次
会　計 八木　　亨

平成なると

会　長 三津　良裕
副会長 橋本　国勝
幹事長 野田　粋之
会　計 秋岡　芳郎

創心（そうしん）クラブ

会　長 東谷　伸治
副会長 江戸　貴志
幹事長 梶　　達矢

ナルト地方創生会

会　長 藤田　茂男
幹事長 圃山　俊作
会　員 小西　　努
会　員 叶井　克典
会　員 東　　正昇

潮(うずしお)

（傍聴席側）

理事者席 理事者席
事務局席 事務局長席

演台

議長席

10 

野
田
粋
之

11 

東
谷
伸
治

12 

三
津
良
裕

13 

高
麗
裕
之

３ 

橋
本
国
勝

２ 

梶　

達
矢

１ 

上
田
公
司

７ 

前
田
ナ
ツ
子

６ 

長
濱
賢
一

８ 

叶
井
克
典

５ 

八
木　

亨

９ 

佐
藤
絹
子

４ 

浜　

盛
幸

22 

東　

正
昇

21 

潮
崎
憲
司

20 

藤
田
茂
男

14 

小
西　

努

15 

秋
岡
芳
郎

16 

江
戸
貴
志

19 

山
根　

巌

18 

圃
山
俊
作

17 

宅
川
靖
次
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①鳴門町高島
②２回
③未来

④身近な生活支援を中心に、皆様の声を取り入れ、
市民生活向上を目指します。

①撫養町弁財天
②１回
③潮（うずしお）

④まずは鳴門市について勉強し、よりよいまちづく
りのために精一杯気合い入れて突き進みます。

①大津町矢倉
②10回
③平成なると

④健康と誠実さを大切に、一生懸命に努めます。
どうぞよろしくお願い致します。

①瀬戸町堂浦
②２回
③未来

④初心を忘れず、市民の皆様と共に歩み、考え、
行動し、鳴門市発展に向けて頑張ります。

①里浦町粟津
②５回
③平成なると

④市民一人一人の声に耳を傾け、初心にかえり信念
と熱意をもって一生懸命議員活動に努めます。

議 会 議 員 紹 介

こう

高麗　裕之
らい ひろ ゆき

（44）

こ

小西　　努
にし つとむ

（56）

さ

佐藤　絹子
とう きぬ こ

（76）

しおざき

潮崎　憲司
けん じ

（48）

たく

宅川　靖次
かわ やす じ

（75）

あき

秋岡　芳郎
おか よし ろう

（70）

あずま

東　　正昇
まさのり

（73）

うえ

上田　公司
だ こう じ

（59）

え

江戸　貴志
ど たか し

（45）

かじ

梶　　達矢
たつ や

（49）

かな

叶井　克典
い かつ のり

（65）

①住所　　②当選回数　　③所属会派
④市民の方へのメッセージ

※50音順
※Ｒ4.2.28現在

①撫養町黒崎
②６回
③創心（そうしん）クラブ

④防災にも子育てにもご近所の底力がある、笑顔
あふれるまちづくりをめざします。

①大津町大代
②５回
③潮（うずしお）

④心を大切に、「希望に満ちた元気な鳴門市づく
り」に誠実な行動力と実行力で取り組みます。

①撫養町立岩
②４回
③無所属（日本共産党）

④初心を忘れず、市民の思いや願いに耳を傾け、
暮らしやすい鳴門市の実現に力を尽くします。

①撫養町南浜
②１回
③ナルト地方創生会

④人口減少ストップ！ 鳴門市の人口増加を実現で
きるまちづくりに取り組んで参ります。

①大麻町市場
②１回
③ナルト地方創生会

④皆様と対話を重ね、心に寄り添いながら一歩ず
つ豊かなまちづくりを目指します。

①里浦町粟津
②２回
③潮（うずしお）

④皆様の声をしっかりと聞き、教育・農業・福祉
の向上と鳴門市のさらなる発展に努めます。
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①撫養町斎田
②２回
③無所属

④市民の代弁者として、人口減少・少子化対策、
中心市街地再生、まちづくりに取り組みます。

①撫養町大桑島
②８回
③創心（そうしん）クラブ

④市民皆様の代弁者として皆様の声を市政に届け、
住みよいまちづくりに全力で取り組みます。

①鳴門町高島
②８回
③創心（そうしん）クラブ

④鳴門市が活性化して、子どもから大人まで多く
の方に喜ばれるまちづくりをめざします。

①大麻町桧
②３回
③潮（うずしお）

④市民の皆様と共に信頼関係を保ち「住みよい鳴
門」「安心で安全の鳴門」を目指して参ります。

①撫養町木津
②３回
③公明党

④「大衆と共に」との公明党の立党精神を原点に
市民の皆さんと市政とのパイプ役に徹します。

ひがしだに

東谷　伸治
しん じ

（41）

ふじ

藤田　茂男
た しげ お

（67）

まえ

前田ナツ子
だ な つ こ

（61）

み

三津　良裕
つ よし ひろ

（71）

や

八木　　亨
ぎ とおる

（78）

やま

山根　　巌
ね いわお

（62）

第20期 鳴 門 市

なが

長濱　賢一
はま けん いち

（62）

の

野田　粋之
だ きよ ゆき

（75）

はしもと

橋本　国勝
くに かつ

（77）

はたけやま

圃山　俊作
しゅんさく

（67）

はま

浜　　盛幸
せい こう

（68）

【任期】令和３年12月18日～令和７年12月17日

①鳴門町高島
②４回
③ナルト地方創生会

④市民福祉向上のため、粉骨砕身、負託に応えて
参ります。

①里浦町里浦
②９回
③潮（うずしお）

④愛する郷土のために！会派潮の同志とともに鳴
門市発展、市民福祉向上に全力で取り組みます。

①大麻町板東
②１回
③公明党

④どこまでも、一人の声、小さな声を大切に安心
と希望のまちづくりを目指して参ります。

①撫養町弁財天
②７回
③創心（そうしん）クラブ

④鳴門で生まれて良かった、住んで良かった、そ
のような安全で安心のまちづくりに努めます。

①大麻町川崎
②１回
③平成なると

④市民目線で実行し、市民の皆様方のご期待に添
えますよう仕事をして参ります。

①瀬戸町明神
②４回
③無所属

④私のライフワークとして、子育て支援や教育問
題に取り組んで参ります。
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令和４年第１回定例会の日程（２月16日～３月15日）
日 月 火 水 木 金 土

２月13日 14
開会／本会議
予算決算委員会

一般質問（代表）

■（赤字）はケーブルテレビ中継とインターネット中継、■（緑字）はインターネット中継を行います

一般質問
通告締切

一般質問（個人）
予算決算委員会
全員協議会

一般質問（個人）

全員協議会

生活福祉委員会

議会運営委員会
全員協議会
議会運営委員会

本会議／閉会

15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 ３月１日 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

※本紙はカラーユニバーサルデザインに配慮して作成しています。

議会を動画で見てみよう！
　本会議と委員会の模様は、インターネット中継と録
画配信でご覧いただけます。なお、本会議の模様は、
テレビ鳴門でも生放送に加え、録画放送を行っていま
す。ぜひご覧ください。

委 員 長：江戸　貴志
副委員長：上田　公司
委　　員：八木　　亨・長濱　賢一・前田ナツ子

叶井　克典・野田　粋之・高麗　裕之
小西　　努

《議会広報委員会》

産業建設委員会 予算決算委員会総務文教委員会 予算決算委員会
2

令和４年 鳴門市議会新体制決まる !!
　令和３年12月27日に開催された第３回臨時会において、議長・副議長選挙
および議会選出監査委員の選任が行われ、下記の３名が選出されました。
　また、新しい議長のもと委員会構成が変更されました。（各委員会の構成は
12ページをご覧ください）

副議長
しおざき けん じ 

潮崎　憲司

議　長
あずま まさのり

東　　正昇

監査委員
はたけやま しゅんさく

圃山　俊作
市民の皆様の負託に応える
信頼ある議会を目指します

市民の皆様に信頼される
「心」の通った市議会の実現

監査委員として事業内容や
進捗状況をチェックします

予算決算委員会 予算決算委員会
特別委員会
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